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JATA「旅行業者を取り巻く環境と旅行業経営分析」から
日
本
旅
行
業
協
会（
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
）は
第
１
種
旅
行
業
者
の
経
営
指
標
を
作
成
し
た
。

規
模
別
の
取
扱
高
と
粗
利
益
の
構
成
比
、収
益
性
と
生
産
性
な
ど
を
分
析
し
て
お
り
、

今
後
の
経
営
に
生
か
し
て
も
ら
う
。
今
回
は
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

●従業員１人当たりの人件費
●取扱高・粗利益構成率（規模別）

前年度より上昇したが５００万円を超えるには至らず４９６万円にとどまった。健全企業では５４０万９千円。規
模別でみるとＤグループが最高で５２０万７千円、Ａグループが最低で４１６万３千円。健全企業で最高だったの
はＦグループ。５９６万円で５００万円を超えた。

●１社当たりの平均推移表
分
析
対
象
社
数
は
５
２
８

社
。
規
模
別
に
２０
人
以
下
を

Ａ
、
２１
〜
５０
人
を
Ｂ
、
５１
〜

１
０
０
人
を
Ｃ
、
１
０
１
〜

３
０
０
人
を
Ｄ
、
３
０
１
〜

５
０
０
人
を
Ｅ
、
５
０
１
人

か
ら
１
千
人
を
Ｆ
、
１
０
０

１
人
以
上
を
Ｇ
と
し
た
。

取
扱
高
と
粗
利
益
の
構
成

比
率
を
み
る
と
、
国
内
旅
行

は
対
前
年
度
比
取
扱
額
で
１

・
５
�
、
粗
利
益
で
２
・
０

�
下
昇
。
規
模
別
で
は
国
内

旅
行
の
取
扱
額
構
成
比
率
が

最
多
だ
っ
た
の
は
Ｅ
。

旅
行
別
取
扱
額
の
内
訳
を

み
る
と
国
内
旅
行
で
は
、
募

集
型
企
画
旅
行
が
１
兆
３
７

８
８
億
３
５
２
９
万
７
千
円

と
な
り
最
も
多
い
。
受
注
型

企
画
旅
行
が
４
８
１
１
億
３４

万
７
千
円
、
手
配
旅
行
が
１

兆
２
０
４
４
億
８
２
８
８
万

２
千
円
で
計
３
兆
６
４
４
億

１
８
５
２
万
６
千
円
だ
っ

た
。海

外
旅
行
で
は
募
集
型
企

画
旅
行
が
１
兆
２
５
６
４
億

１
９
８
７
万
円
、
受
注
型
企

画
旅
行
が
２
８
０
７
億
９
２

３
０
万
６
千
円
、
手
配
旅
行

が
１
兆
３
１
９
４
億
６
２
２

８
万
２
千
円
で
計
２
兆
８
５

６
６
億
７
４
４
５
万
８
千
円

と
な
っ
た
。

●海外旅行と国内旅行での企画旅行、手配旅行取扱高内訳

●旅行業取扱実績等報告提出５２８社 １社平均の経営状況など

●従業員１人当たり営業利益推移●取扱高営業利益率推移

従業員１人当たりの営業利益も前年度より１５万４
千円下降した。健全企業の場合では６２万１千円。規
模別ではＣグループが７０万円で最高額を示した。

全体としては前年度より０．１７ポイント下降し０．３８
％。経常利益が黒字決算の健全企業では０．５５％だっ
た。規模別では全グループがプラス値となった。


